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児童の主体的な学びを引き出す

★●校内研修のテーマとして「主体的に学ぶ子
の育成」をかかげ、研究授業と普段の授業の中
で実践を積み重ねる。その視点として児童が
「見通す・つなぐ・ふり返る」活動に焦点を当て，
「子ども自らが学びを進める学習」につながる授
業づくりを行う。

「主体的な学習」への取り組
みアンケートの状況スコア75
ポイント以上

堺市学力・学習状
況調査
学校アンケート

１・２学期末 ◎ ◎

研究授業を6本行い，「見通す・つなぐ・ふり返る」の研修テーマを教職
員全体で共有することができた。協議会で学んだことを日々の授業実
践にいかすことができた。また，IRTのアンケートの結果からも，子ども
たちが主体的に学びに向かっていることが分かる。

◎
・学校としての取組の成果が児童の
結果，特に非認知能力につながって
きていることがよく分かった。

ICT活用を通して学力や情報活用能
力の育成を図る

●児童に端末に慣れ親しませるとともに授業づ
くりに有効なICTの活用を図っていく。
・端末の持ち帰りについて、有効な活用につい
て検討し，順次実施の方向に向かう。

堺市学習・学力状況調査で
の一人一台端末の週1回以
上の活用，9割。

堺市学力・学習状
況調査
学校アンケート

１・２学期末 ◎ ◎
校内でT1グランプリを開催し，子どもたちのタイピング能力が上がって
いる。また，２学期にはインフルエンサーの方に授業を参観していただ
き，授業の中でICTを効果的に使えていると，高く評価していただいた。

◎

・単にICTの活用をめざすのではなくアナ
ログ的な学びと，ICTの活用を子どもたち
が選択できるようになりつつあることが，
とても良いと考える。

国語科の言語活動や様々な教科での
児童相互の交流を通し、学びの質を
高める（一昨年度までの研修の財産
の継承)

・国語科における①児童による学習計画、②全
文掲示、③言語活動の設定、④並行読書　や
全教育活動を通して⑤考えを持つ、⑥意見交流
を行うなど、これまでの研修成果を継承して取り
組む。

①～⑥の実践を授業観察か
ら，確認。9割以上の実施を
めざす。

学校アンケート
１・２学期末 ○ ◎

国語の授業では，単元の見通しを持つために，学習計画を子どもたち
と一緒にたてることができ，その効果についても実感している。友だち
の意見を聞いたり，話したりすることで自分の考えが広がったり深まっ
たりすることができた。

◎
・アンケートで９割達成しているとの
ことで，国語科の充実について目標
を達成していると考える。

●１・２年生は，「友だちとなかよくする」，３～６
年生は「友だちの力」になることを意識して学校
生活を送ることができるようにすることで，豊か
な人との関わりの実現につなげていく。

「友だちとなかよくする・力に
なる」肯定的回答が84％以
上

堺市学力・学習状
況調査
学校アンケート

１・2学期末 〇 〇

•各学年学級での仲間作りを大切にした活動や、朝礼等で「友だちと仲良くする、
力になる」を意識させることで、仲間を大切にする意識を育むことができた。
•低学年と幼稚園との交流、5年生の新1年生、体験入学、6年生の幼稚園、こど
も園の保育体験、さらに3年の世代間交流、5年の和風荘との交流などの幅広い
年齢との交流により、優しく人に接する体験を積み重ねることができた。

〇

・仲間関係の充実をめざした日々の
取組の成果が感じられる。学校とし
てはより高いところとして，友人の間
でつらい思い悲し思いを「ゼロ」にす
ることを求めていることは，評価でき
る。

・「みそあじ」による月ごとの生活目標を守ること
を通して、規律あるメリハリのついた学校生活を
送ることができるようにする。
・「みそあじ」は①身だしなみ②そうじ③あいさつ
④時間を守る，の４つの目標。
・廊下歩行の徹底に取り組む。

「決まりを守っている」肯定的
回答が95％以上

堺市学力・学習状
況調査
学校アンケート

１・２学期末 〇 〇

• ①身だしなみ②そうじ③あいさつ④時間を守るについて、継続して取
り組むことができた。
•特に①については、再度ルールをはっきり示し、保護者に協力を得る
ことができた。④についてはチャイム着席を意識し，休み時間はチャイ
ムが鳴る前に教室に戻ることができていた。

〇
・②そうじ④時間を守るについては，
児童に十分浸透していることを感じ
る。

体育の授業や休み時間の遊びを通し
て運動に親しむ経験を豊かなものに
する

・体育科において，授業の展開を工夫すること
によって，その運動の特性の持つ楽しさを味え
るようにする。
・休み時間の外遊びに積極的に取り組めるよう
にする（時期・期間を絞って)

「運動やスポーツは好きです
か」の肯定的回答が９０％以
上

堺市学力・学習状
況調査
学校アンケート

１・２学期末 〇 〇

2学期末に体育委員会が中心となり，各学級でみんな遊びを行った。内
容は運動遊びと限定し，寒い時期に少しでも運動をして，体力を向上さ
せること，そして外で遊ぶ児童を増やすことを目的とした。結果的に外
で遊ぶ児童が多く，アンケート結果でも９０％以上の肯定結果となっ
た。

〇

・体育アンケートより「運動やスポー
ツは好きですか」の肯定的回答が８
８％達成とのこと。さらなる充実を望
む。

堺コ
ミュニ
ティ

・これまで地域との協働で培ってきた
「地域コミュニティ学校」としての位置
づけを今後につながっていくように配
慮して，地域とのかかわりを継続して
いく。

・世代間交流，野菜の栽培活動，もちつき大会
等の子どもと地域，保護者との交流活動や支援
活動を行うことで，三者協働による学校づくりを
進める。

堺コミュニティや地域の力を
借りての協働した学習の実
施（学校で6回以上）

学校アンケート
２学期末 ◎ ◎

•平尾校区コミュニティーや、福祉委員会、見守り隊の皆様の力添えで、
予定した取り組みを実施できた。
•平尾校区コミュニティーの尽力とPTAの協力で、全児童による餅つき大
会を2年連続で実施できた。
・５年生と和風荘・美原荘との交流を実施することができた。

◎

・学校と地域とのかかわりを大切に
いていることがよくわかる。今年度も
「もちつき大会」をコミュニティと協働
せ復活させたことは評価できる。

学校群
・昨年の美原区全体での学校群の試
行実施の実績をもとに、より意味のあ
る学校群の取組に高めていく。

・みはら大地幼稚園との交流、美原中学校との
連携を強化していく。
・学校群での人材活用を進める。

・夏季研修会での肯定的意
見８割以上。 学校群アンケート

２学期末 ○ ○

・幼稚園，こども園とは，２回の幼小交流，５年生による新１年生の体験入学，６年生の３
回の保育職業体験，１年生の幼稚園訪問を実施できた。
・「ひと」の有効活用にむけて、美原区全体の校園長会で意思統一に向けた話し合いが
できた。

〇
・学校群の全市的な取組としては，１
年目とのこと。無理のない発展を望
む。

【豊かな心・健やかな体の現状】
・一昨年からスローガンとしている「友だちとなかよくする」「友だちの力になる」が児童に浸透するとともに、各学級・学年での
日々の取り組みや平尾っ子での活動など異年齢の幼児やお年寄りとの交流を通して、児童相互のよりよい関係、相手を思いや
る・大切にする気持ちが育ってきていると考えている。
・スポーツテスト結果では、児童数が少ないこともあり、学年間のばらつきは見受けられる。一方、「運動がすき」「外遊びがすき」
の項目では、９割以上が肯定的に回答しており、日々の体育の授業の工夫と、学級・学年・委員活動などでの遊びの展開の成
果とみている。

【主体的な学びの現状】
・全国及び大阪府の学力調査では，国語・算数とも全国平均，堺市平均を下回る結果となっている。
・一方、昨年4年生以上で実施した堺市学調(IRT調査)の結果では、３学年とも、国語、特に算数は、上位・中位評価者が少なく、下位評価者が多い結果となった。そ
の中でも、２年連続してIRT調査を実施した旧５年生では、個人の１年間の伸びについて、全員が国語と算数の両方、もしくはいずれかの教科で成績が向上している
結果となった。特に、下位評価者の伸びが著しく、意欲をもって学びに取り組めた結果と考えている。
・実際、IRT調査による「総合学力プロフィール」では、どの子も非認知能力の値が高い結果となっている。「学習へ向かう意欲」について、主体的に学ぶ児童の心の
動きを大切にした学習指導へのアプローチが成果につながっていると考えている。

・地域コミュニティーのみなさんの力
をお借りして，サツマシモやじゃがい
もの栽培活動の実施，世代間交流
の打合せを行っている。
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自己評価 学校関係者評価
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評価方法
大
項
目

中
項
目

具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）
判断基準

（評価のものさし）
評価時期

進捗確認
（～１０月）

達成状況(年度末)

【校長より(年度末)】
・平尾小学校では、令和７年度も、「明日も学校に来ることが楽しみな子」をスローガンに、「主体的に学ぶ」「自ら学びを進める」「友だちと仲良くする、力になる」子どもの育成をめざすことを
重点的に、学習、仲間づくり、生徒指導について学校生活の中で１つのもの（一体化）として取り組みを進めてきた。
•学校での取り組みを重点化、焦点化することにより、学校全体として心を1つにして教育活動を進めることができた。
•また、それぞれの教員が持つ「よさ」や「発案•アイデア」を生かした学習や取り組み、複数の目で子どもたちに対応していく実践をより多く展開できた。
•校長としては、毎朝全児童に「今日の学習で楽しみなこと、頑張りたいこと」を聞き、主体的に学校生活に取り組む一助としてきた。
・これらを通して、子どもたちは、毎日の学校での活動を楽しみにし、学習へ向かう意欲を大きくするとともに、人と接する体験を豊かに積み重ねることができたと感じている。

【学校関係者評価者から(年度末)】
・「明日も学校に来ることが楽しみな子」をスローガンに，先生方が一致団結して，「主体的に学ぶ力」や「人とのつ
ながり」を育てていこうと尽力していることがよくわかった。
・子どもたちの様子をみていると，いろいろなことに反応を多くできている。レスポンスを繰り返すことが大事で力を
つけていく大きな原動力になる。
・重点的な取組を学校としてはっきりと絞って，それに力を入れて継続した実践につなげていることが，成果につな
がっていると思われる。
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友だち（クラス・学年・異年齢）とより良
い関係を築くともに、規範意識を醸成
する。
【いじめのない人間関係づくりにもつな
げる】

縦割り活動を通して，高学年が下の
学年のために楽しい活動を考えて
いる。その思いが下の学年に伝わっ
ている。友だちのことを思い，動くこ
とができてきている。

生活アンケートより[みそあじ]や
学校の決まりを守るの肯定的な
回答が９4％である。判断基準
には少し足りていないが，９０％
は超えている。

・体育科の授業で、学習カードやホ
ワイトボードによる提示、学習端末
を活用するなど、より運動に親しむ
学習活動を展開できている。

・令和７年度からの学校群の取り組みの
全面実施にあたって，昨年度立案した
計画によって、夏の全体研修会を実施
できた。

グ
ルー
プ担
任を
生か
し、複
数の
目で
子ど
もた
ち

「主体的に学ぶ子の育成」をめざし，
研究授業では，子どもたちの学ぶ姿
から協議会を行い，研修をすすめて
いる。「主体的に学ぶ」姿を，教職員
で共有している。

授業の中での活用場面について，
教職員で交流して，効果的な使い方
について共有している。

単元のゴールの見通しがもてる
ように，学習計画をたてる時間
を確保している。学習の最後に
学んだことを表現できる言語活
動を設定している。

主体的な学び・豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【R７学校評価報告書】
【美原区学校群におけるめざす子ども像】
             （知）学びを楽しみ、(徳)仲間とのふれあいを楽しみ、(体)体を動かすことを楽しむ美原っ子　～楽しく３つの調和のとれた児童生徒の育成をめざす～

堺市立平尾小学校

校　長　　喜田和彦

 【令和７年度　重点目標】
　(１)『明日も学校に来ることが楽しみな子』の育成
　　　 ・主体的に学ぶ子の育成　～「見通す」「つなぐ」「ふり返る」をめざした授業づくり～（今年度研修テーマ）
　　　 ・児童相互の交流の充実を図り，自分の考えを広めたり，深めたりできる授業の構築(３年前までの研修テーマ）
       ・子どもの「居場所と出番」のある教育活動の推進　　 ・仲間の中で安心して過ごすことができる学校生活の実現
　(２) 「グループ担任制」の考えを生かした教育活動の実施。（複数で子どもたちに対応していく）
　(３)　教職員それぞれの「よさ」や「発案・アイデア」を生かし，平尾小学校の教育をよりよいものとしていけるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《達成度の評価》　　◎：達成している　　　○：概ね達成している　　△：目標に達していない
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